
１ 皆さんの学校では？ ？ ・・・・
｢校長先生､猿が出ました！｣ 山に近い山田小学校での出来事です。猿の目撃情報が出れ

ば､被害に遭う可能性があるため､子供たちを校舎に入れたり､職員が外に監視に行ったり
します。おそらく､市街地の学校ではこのような危険事案はほとんどないことでしょう。
逆に､山田小では起きにくい危険事案があろうかと思います｡歩行者が多い歩道､電車が横
切る歩道､噴石落下の可能性がある桜島､他県に目を向ければ､雪対策、熊対策･･･。どれも､
その学校ならではの危険が潜んでいることと思います。
２ そんな学校から巣立つ子供たちです

さて､猿が出た場合､山田小からの帰り道､職員も気を配りますが､いつも大人がそばにい

るとは限りません｡そんな時､猿が出たらどうするか｡｢近づかないように｣｢目を合わさな

い｣｢餌をあげない｣など学校でも教えているので､ある程度子供たちは危険を回避できるか

もしれません｡しかし､猿以外の危険事案が起こったら･･･。子供たちは､いつの日か山田小
を巣立ち､様々な予期せぬ危険事案に遭遇することでしょう。そのような時に必要となる

のが､「これは危ないかもしれない｣｢このままだとどうなるだろう｣と自分で考え､判断し､

行動できる力｡そうです。危険予知能力が必要になります。
３ もう一度見つめ直したい・・・・・
｢いえ､そうは言っても､現代は本当に予測不可能な危険事案が多く､何と言われようと大

人が子供を守りたい｡｣そんな声が聞こえてきそうですが､私は年度初めのPTA総会で保護者

の皆さまにお願いをしました｡【できるだけ歩いて学校に来るようご協力お願いします｡】

｢歩育｣という言葉もあるようで､歩くことで集中力が高まり､また健康を促し､さらには危

険予知能力も高めることができます｡歩く理由については少々オーバーかもしれませんが､

近年､大人が子供の学びを奪っていないか｡職員はもちろん､保護者の皆さまにももう一度､

見つめ直していただきたい､そんな思いからです｡ ※車の送迎については､体調や天候等によって認めています。

“猿が出る学校･･･”
校長 髙味 淳

・ 先生は､今年度より複式学級となった子供た
ちが安心して学習に取り組めるように､学習の
仕方から丁寧に支援しています。子供たちも
先生のハートを感じ取り､頑張っています。

・ 国語や外国語の担当をしており､外国語では
職員がスムーズに学習の計画を立てられるよ
うにALT等との打合せを綿密に行っています。

【３･４年担任：下之原先生！】 【５年担任：鶴留先生！】

※ このコーナーでは､先生たちの普段の授業や仕事の様子を、ほんの
一部ですが紹介します。

・ 先生は､対話を大切にした授業展開を重視し
ています。また､体育のティーボールのゲーム
や､その他の教育活動も子供と楽しく一緒に取
り組みます。教室は活気にあふれています。

・ 生徒指導や児童会活動の担当をしており､
児童総会では､子供が主体的な話合いができ
るように､きめ細かに準備を進めました。
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初日、熊本城を見学し、歴史ある城の大きさにびっくりしました。 

午後は、班ごとに熊本市内を自主研修し、美味しいものを食べたりお 

土産を買ったりと楽しい時間を過ごしました。 

２日目は、グリーンランドでアトラクションを楽しみ、友達と満喫しました。 

この旅行で、子どもたちは、歴史や社会への理解と友達との絆を深めるよい経験になりました。 
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